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v 

ン
の
プ
Y
J
V

ヨ
ア
革
命
理
論
付

-
-
T
Y
F
A
主
義
に
お
け
る
プ

Y
タ
ョ
ア
革
命
理
論
の
愛
展
骨
j
i
l
l

堀

rI 

英

は

し

が

き

マ
ル
グ
ス
と
エ

Y51は
プ
ロ

V

グ
H
7
革
命
の
最
初
心
兆
候
ー
ー
一
八
四
八
年
ず
の
六
月
事
件
と
一
八
七
一
年
の

.7・
コ

y
ミ
ュ

l
y
t
経
験
し
た
。
西
ヨ

l

ロ
て
ハ
に
ゐ
け
る
こ
う
し
た
ア
ロ

ν
グ
F
ア
革
命
へ
の
足
音
D
た
か
で
、
マ
ル
グ
ス
と
L

Y
ゲ
ル

ス
は
か
れ

b
D
母
困
ド
イ
ツ
て
は
ヌ
ル
世
ヨ
ア
革
命
を
遂
行
し
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
と
エ

Y
J
ケ
ル
ス
の
お
か

れ
た
こ
う
し
た
歴
史
的
僚
件
む
な
か
か

b
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
ち
な
マ
ル
ク
ス
主
義
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
理
論
が
め
ば
え
た
の
で
あ

る
。
レ

1
一
一
ン
は
よ
れ
J

た
か
い
さ
し
せ
ま
ヲ
た
歴
史
的
保
件
の
も
と
て
、

マ
ル
ク
ス
と
エ
ン
グ
ル
ス
と
お
な
じ
経
験
を
経
験
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の

レ
l
-
一一
J

は
有
園
主
義
と
い
う
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
時
代
に
生
活
し
、
プ
U

レ
タ
リ
7
革
命
を
成
功
に
み
ち
び

品
ン
主
義
は
、

「

ν

ニ
ン
主
義
は
、
帝
園
主
義
と
プ
ロ
レ
グ
リ
7
革
命
の
時
代
の
Y

ル
ク
ス
主
義
で
あ
る
o

も
っ
と
正
確
に
い
え
ば
、
レ

l

一
般
的
に
は
プ
ロ

V
F
リ
ア
革
命
白
理
論
と
践
術
て
あ
り
、
特
殊
的
に
は
プ
ロ
レ
グ

F
7
I
ト
の
調
裁
白
理
論
と
鞍
術

い
た
。

で
あ
る
」

(
ス
グ

1
9
y

『レ
1

一
一
シ
主
義
の
基
礎
に
ヲ
い
て
』

1
1閤
民
文
庫
版
丸
頁
)
。

v
l
ユ
ン
は
己
白
仕
事
を
、
十
月
革
命
と
か
れ
白
著

レ
ー
=
ン
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
草
命
理
論
付

第
七
十
六
巷

二
七
五

第
五
競



レ
1
-
y
の
プ
ル
ジ
宝
ア
革
命
理
論
付

第
七
十
六
盆

一
七
六

第
五
器

書
『
園
家
と
革
命
」

(
一
丸
一
七
年
八
丸
且
執
筆
)
・
『
プ
ロ
レ

F
リ
7
革
命
と
背
教
者
カ
ウ
ツ
キ

l
』

(
一
'
九
一
八
年
+
十
二
月
執
筆
)

み
な
ど
の
な
か
で
、
賓
践
的
に
理
論
的
に
や
り
と
げ
た
。
だ
が
、
レ

l
ニ
ン
は
そ
れ
に
さ
さ
だ
っ
て
、

ロ
シ

7

G
強
固
た
絶
謝
主
政
ツ
ア

1
H
ズ
ム
を
釘
倒
し
な
け
れ
ば
な

b
ず
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
を
遂
行
し
た
け
れ
ば
た
ら
た
か
っ
た
。
レ

l
-
一γ
は
そ
の
仕
事
を
一
九

O

五
年
の
第
一
次
ロ
シ

7
革
命
・
一
九
一
七
年
の
ご
月
革
命
と
か
れ
白
著
書
『
民
主
主
義
革
命
に
お
け
る
ご
つ
の
殻
術
』
(
一
九
O
五
年
六

-
七
月
)
・
『
一
九

O
五
七
年
の
ロ
シ
ナ
第
一
女
革
命
に
ゐ
け
る
枇
舎
民
主
窯
の
農
業
綱
領
L

(

一九
O
七
年
十
一
十
=
月
執
筆
)
と
の

な
か
で
、
貫
践
的
に
も
理
論
的
に
も
解
決
し
た
。
己
う
し
て
、

v
I
一一
Y
は
「
帝
園
主
義
と
プ
ロ

ν
グ
リ

7
革
命
の
時
代
L

の
な
か

て
、
マ
ル
ク
ス

l
L
ン
ゲ
ル
ス
の
皐
訟
を
愛
展
さ
せ
、
い
ま
強
引
へ
た
よ
う
に
プ
ロ

ν
F
リ
7
革
命
D
理
論
を
も
プ
ル
ジ
コ
ナ
革
命
心
理

論
主
も
、
さ

b
k
プ
ル
ジ
ョ

7
革
命
か
ら
プ

μν
グ
リ

7
革
命
へ
の
過
渡
期
の
理
論
を
も

(
い
わ
ゆ
る
四
月
テ
ー
ゼ
を
中
心
と
す
る
詩
論
文

一
た
と
え
ば
『
誌
方
か
ら
の
手
紙
』
・
『
現
在
四
革
命
に
お
け
る
ア
ロ

ν
タ

9
ア
ー
ト
の
任
耕
に
ワ
い
て
』
・

『
わ
が
草
帝
に
和
け
る
プ
ロ
レ
ダ
P
ア
1

ト
の
任
務
』
な
ど
、
と
〈
忙
レ
ー
ヨ
シ
ニ
巻
選
集
祉
曾
書
房
版
静
七
分
加
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
詩
論
文
が
と
れ
に
お
た
る
」
、

完
成
し
た
。

L〆

ン
は
マ
片
グ
ス
主
義
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
理
論
を
あ
た
ら
し
い
保
件
の
も
と
で
完
成
し
た
。

る
で
あ
ろ
う
か
?

レ
l
-
ン
白
『
あ
た

b
し
い
僚
件
の
も
と
て
」
白
マ
ル
ク
ス
主
義
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
理
論
は
ど
う
し
た
基
本
的
特
徴
を
も
っ
て
い

ど
う
い
う
賄
て
、

V
1
一一
γ
は
マ
ル

F
ス
l
L
Yグ
ル
ス
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
理
論
を
殻
展
さ
せ
た
り
で
あ
ろ
う

泊冶

? 

V
1
=
γ
は
=
一
つ
の
鮪
て
、

マ
ル
ク
ス

1
L
Yグ
ル
ス
主
登
展

3
せ
た
1
1
J

第
一
に
、

レ
l
=
ン
の
時
代
は
マ
ル
ク
ス

lι
ン
ゲ
ル
ス
と
こ
と
な
り
帝
園
主
義
段
階
て
あ
り
、
強
大
な
プ
ロ
レ
グ
リ
ア

l
ト
と
強
固

な
プ
ロ
レ
グ

F
7
黛
を
も
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
事
情
か

b
、

レ

l
ユ
ン
段
、

プ
ロ
レ

F
リ
7

1
卜
士
プ
ル
ジ
ョ

7
革
命
日
協
力
者

の
地
位
か

b
指
道
者
の
地
位
に
ひ
き
あ
げ
た
。

レ
ー
ニ
ン
は
プ
ロ
レ

F
リ
ブ
ー
ト
指
導
の
プ
ル
ジ
ョ

7
革
命
理
論
を
は
じ
め
て
確
立
し



た。第二
に
、
J

プ
ル
ジ
ョ
7
革
命
に
命
け
る
プ
ロ
V

グ
リ
ブ
ー
ト
の
指
着
の
理
論
を
マ
ル
ク
ス

l
L
Y
F
ル
ス
の
「
平
民
的

1
農
民
的
立

場
」
の
理
論
に
適
用
し
て
、
あ
D
有
名
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
草
命
k
b
け
る
勢
農
相
制
裁
論
を
確
立
し
た
。

第
ゴ
一
に
、

レ
一
一

Y

は
こ
の
第
農
相
咽
裁
論
の
翠
展
と
し
て
、
永
槙
革
命
|
|
プ
ル
子
ヨ
ア
革
命
の
プ
ロ
レ
グ
リ
ア
革
命
へ
の
裂
展
の
理

請
を
確
立
し
た
。

し
か
も
レ

l
ニ
Y
は
、
こ
う
し
た
か
れ
D
フ
b

ジ
ョ
ア
草
命
理
論
を
そ
の
政
治
諭
同
日
戦
略
戦
術
論
と
経
済
事

1
客
観
的
決
則
の
理
論
と

の
古
っ
た
き
統
一
白
う
え
に
確
立
し
た
白
で
あ
る
。
か
れ
は
そ
の
プ
ル
O
ョ
7
革
命
白
戦
略
戦
術
論
を
い
つ
も
客
観
的
決
則
そ
の
も
の

か
ら
基
礎
づ
け
た
。

v
l
-一
Y

の
明
取
地
闘
争
論
と
市
場
理
論
、
土
地
固
有
論
と
一
一
つ
の
一
遣
の
理
論
は
と
う
し
た
関
係
に
お
か
れ
て
い

た
o
v
-
-一
Y

に
と
っ
て
は
、
政
治
は
経
済
て
あ
り
ま
た
経
済
は
政
治
で
あ
っ
た
し
、
経
済
噂
の
カ
テ
ゴ
リ
は
同
時
に
政
治
撃
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
特
化
で
き
る
も
白
て
た
け
れ
ば
在

b
一
な
か
っ
た
。

わ
た
し
は

ν
l
z
y
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
理
論
を
そ
の
一
褒
展
を
た
ど
り
友
が
ら
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
わ
た
し
は
ロ
シ

7
語
が
で
き
な
い
し
、

ν
l
=
v
全
集
白
鶴
課
の
現
在
白
進
行
欣
態
て
は
多
〈
の
ま
ち
が
い
を
し
て
か
す
か
も
し
れ
左
い
が
、
し
か
し

己
の
仕
事
は
す
る
ね
う
ち
の
あ
る
仕
事
て
あ
る
。
読
者
諸
兄
と
と
も
に
わ
た
し
の
ま
ち
が
い
を
た
だ
し
て
ゆ
き
た
い
。

官

Y
ア
第
一
革
命
前
期

女
節
て
遮
ベ
る
工
う
に
、

一
九

O
五

1
七
年
の
ロ
シ
7
第
一
革
命
を
指
導
し
そ
れ
を
整
理
し
た
著
書

1
i
一
九

O
五
年
の
『
民
主
主

義
革
命
に
治
け
る
三
つ
の
戟
術
』
と
一
九

O
七
年
の
『
一
九

O
五

l
七
年
の
ロ

V
7
第
一
革
命
に
お
け
る
一
世
舎
民
宇
一
黛
の
農
業
綱
領
」

レ

1
z

ン
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
理
論
付

第
七
十
六
巻

ニ
七
七

第
五
按



レ
ー
=
ン
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
車
骨
理
請
け

第
七
十
六
巻

ニ
七
人

第
五
競

四

は
、
ν
1
ユ
ン
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
理
論
の
完
成
し
た
姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
モ
こ
で
、
わ
た
し
は
筒
車
士
期
す
る
た
め
に
、

同
盟
共
産
窯
小
史
』
と
ソ
同
盟
マ
ル
ク
ス
1
孟
ン
グ
ル
R
I
v
-
-
一

vv
研
努
断
編
『
レ
l
-
一
V
J

侍
し
の
紋
諸
白
順
序
に
し
た
が
わ
た
い

て
、
第
一
革
命
期
白
ν
l
ュ
ン
の
フ
ル
ジ
ョ
ナ
革
命
理
論
を
中
心
と
し
亡
説
明
し
主
う
と
お
も
う
。
そ
し
て
モ
れ
を
あ
き

b
か
に
ナ
る

た
め
に
、
ま
ず
第
一
革
命
前
D
V
l
ヱ
ン
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
理
論
の
生
成
過
程
を
説
明
す
る
。

と
こ
ろ
で
、

声『

y 

ν
=
ン
が
活
動
を
は
じ
め
る
一
八
九
三
年
か
ら
一
九

O
四
年
ま
で
の
v
l
-
一
Y
D
寅
践
的
・
理
論
的
活
動
を
ど
う
お

さ
え
る
べ
き
か
と
い
う
午
と
は
か
な
り
む
つ
か
し
い
問
題
で
あ
る
。

『
ソ
同
盟
共
産
葉
小
史
』
は
、
共
産
誕
の
歴
史
と
い
う
立
場
か

b
、
こ
の
時
期
金
二
つ
に
わ
け
て
W
る
1
1
6

「
第
一
章

ロ
シ

7
に
島
け
る
祉
曾
民
主
黛
結
成
心
た
申
の
闘
争
(
一
八
八
三
一
九

O
一
年
ど

ν
l
ェ
ン
の
こ
の
期
聞
の
活
動
の
主
要
目
標
は
、
長
奴
制
ロ
シ
ア
に
一
一
恨
を
は
っ
て
い
た
農
民
的
小
プ
ル
ジ
亘
ア
社
曾
主
義
ナ
ロ
1
V
ニ
キ
を
打
破
し

て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
マ
ル
グ
ス
主
義
に
た
っ
大
島
市
組
織
を
確
立
ず
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
レ

1
5
0ナ
ロ
I
V
一
一
キ
と
の
闘
争
の
な
か
か
ら
、
大
別

し
て
二
つ
の
系
統
の
著
作
が
う
ま
れ
て
く
る
。
第
一
円
一
系
統
は
『
い
わ
ゆ
る
市
場
問
題
に
つ
い
て
』
(
一
八
九
三
年
)
か
ら
『
ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
木

主
義
の
設
展
』
(
一
八
九
九
年
)
に
い
た
る
経
済
的
著
作
で
あ
り
、
第
二
の
界
統
は
『
祉
曾
民
主
黛
綱
領
の
草
案
と
説
明
』
(
一
八
九
豆
年
)
・
『
ロ
シ

ア
祉
曾
民
主
主
義
者
の
任
務
』
(
一
八
九
八
年
)
・
『
わ
が
黛
の
綱
領
草
案
』
(
一
八
九
九
年
)
な
ど
の
計
曾
民
主
党
の
任
務
に
閲
す
る
政
治
的
論
文
で

あ
る
。
レ
ー
一
一
ν
に
と
っ
て
は
、
こ
の
こ
つ
の
系
統
は
一
つ
に
統
一
さ
れ
て
い
た
i
|
ナ
ロ
ー
ド
ュ
キ
に
封
ず
る
経
済
盤
的
批
判
は
そ
の
ま
ま
祉
曾
民

主
蕪
の
任
務
を
規
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
が
園
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
第
一
系
統
の
著
作
が
よ
ま
れ
て
、
第
二
系
統
り
著
作
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
で
は
い
〈
ら
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
遁
放
が
さ
け
ば
れ
て
も
、
そ
れ
は
所
詮
無
駄
で
あ
る
。

「
第
二
章

ロ
Y
ナ
一
拡
脅
民
主
黛
白
結
成
。
ポ
ル
シ
ェ
ず
ィ
キ
沿
よ
ぴ
メ
ン
シ
ェ
ず
ィ
キ
一
一
分
涯
の
品
車
内
出
現
二
九

O
一
l
一
九

O

四
年
)
」



レ
ー
一
一
日
J

は
、
と
白
時
期
の
は
じ
め
、

一九
O
三
年
む
ロ
シ
ア
祉
曾
民
主
務
働
黛
第
二
回
大
曾
(
事
質
上
白
創
立
大
曾
)
を
め
ざ
し
て
、
ま
す
ま
す
第

ニ
の
系
統
の
活
動
を
強
伯
し
て
い
っ
た
a
l
l
-
『
努
働
者
説
と
農
民
』
(
一
九

O
一
年
)
・
『
ロ

γ
ア
社
曾
民
主
黛
町
農
業
綱
領
』
(
一
九
O
一一年
l
)

・
『
賛
農

に
訴
え
る
』
(
一
九

O
一ユ年
)

u

だ
が
、
レ
i
ニ

ν
の
ど
の
時
期
の
活
動
向
v

注
目
す
べ
き
特
徴
は
、
マ
ル
グ
ス
主
義
内
部
に
う
ま
れ
た
日
和
見
主
義
1
第
二

イ

ν
タ

1
ナ
シ
ョ
ナ
作
の
ロ
Y
ア
版
で
あ
る
極
済
、
主
義
者
お
よ
び
メ
ン
シ
ェ
グ
ペ
キ
と
の
闘
宰
を
通
じ
て
、
ポ
ル
シ
品
グ
ィ
キ
(
共
産
出
品
)
の
黛
理
論

を
確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
i
l
『
な
に
を
な
す
べ
き
か
p
』
(
一
九
O
二
年
)
・
『
一
歩
前
準
ニ
歩
後
退
』
(
一
九
O
四
年
)
。

ζ

の
ポ
ル
シ
ェ
グ
ィ
キ
の

黛
理
論
の
確
立
は
マ
ル
グ
ス
主
義
の
震
度
に
お
け
る
レ
1
ニ
Y
の
最
大
の
功
績
で
あ
ろ
う
。
レ
T
-
一
ν
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
草
命
理
論
も
賓
は
こ
の
レ
1

一-

Y

の
黛
理
論
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
こ
で
は
そ
れ
に
つ
い
て
は
か
た
ら
な
い
こ
と
に
し
よ
う
。

そ
己
て
わ
た
し
た
ち
が
こ
の
時
期
白
レ
|
一
一

Y

の
フ
ル
世
ヨ

7
革
命
理
論
を
理
解
し
上
う
と
す
れ
ば

第
一
の
系
統
|
|
『
い
わ
ゆ
る
市
場
問
題
に
つ
い
て
L

か
ら
『
ロ
シ

7
に
お
け
る
資
本
主
義
の
褒
展
』
に
い
た
る
経
済
的
著
作

第
三
の
系
統

l
l
「
世
曾
民
主
黛
綱
領
の
草
案
と
説
明
」
・
「
ロ
シ
ア
一
位
曾
民
主
主
義
者
の
任
務
』
・
「
わ
が
黛
の
綱
領
草
案
』
・
『
勢

働
者
識
と
農
民
」
・
寸
ロ
シ

7
世
曾
民
主
黛
白
血
操
業
綱
領
』
・
「
貧
農
に
訴
え
る
』
な
ど
の
綱
領
関
係
著
作

己
白
土
系
統
白
署
作
を
統
一
的
に
研
究
し
左
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
た
し
は
第
一
系
統
か

b
『
ロ
シ
ア
に
島
け
る
安
本
主
義
の
強
展
』

士
、
第
二
白
系
統
か
ら
「
ロ
シ
ア
一
位
舎
民
主
黛
白
農
業
綱
領
』
と
『
貧
農
に
訴
え
る
』
と
を
と
ワ
て
、
モ
れ
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
理
論

白
視
野
か
ら
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

「ロ

V
ア
に
お
け
る
資
本
主
義
目
提
展
』
〈
一
入
九
九
年
)

レ
ー
ュ

Y

D
こ
の
書
物
は
、
さ
を
に
遮
ベ
た
よ
う
に
、

一
八
九
三
年
ー
に
は
じ
ま
る
レ

l
三
ン
む
ナ
ロ

l
F
ユ
キ
批
判
の
い
わ
ば
集
大

レ
l
-
-
v
U
ブ
ル
ジ
ョ
ア
辛
命
盟
論
付

停
七
十
六
替

七
ゴL

第
五
軒

cli. 



レ
ー
=
ン
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
理
請
け

第
七
十
六
巻

ノ又
O 

第
五
器

大

成
で
あ
っ
た
o
v
l
ュ
ン
は
、

一
九

O
九
年
十
二
月
十
六
日
づ
け
の
ス
グ
ず

-
x
p
Y
4
A
7
l
ス
ア
パ

l
ノ
フ
あ
て
の
手
紙
白
な
か
で
、

一
八
九
九
年
の
こ
の
書
物
日
第
一
阪
と
一
九

O
七
年
七
月
執
筆
白
「
第
三
版
の
序
文
」
と
を
、
み
ず
か
ら
一
み
ご
と
に
特
徴
づ
け
て
い

「
イ
リ
1
ν
(
レ
1
ニン

|
l編
輯
者
)
は
(
ロ

γ
ア
に
お
け
る
資
本
主
義
の
設
展
』
の
な
か
で
1

i
筆
者
)
何
を
詮
明
し
よ
う
と
し
、
ま
た
鐙
閉

し
た
か
?
ロ

γ
ア
に
お
け
る
農
業
諸
関
係
の
護
畏
は
賛
木
家
的
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
地
主
樫
済
に
お
い
て
も
農
民
組
演
に
お
い
て
も
、

『
土
地
共
有
睦
』
の
外
部
に
お
い
て
も
内
部
に
お
い
て
も
、
き
う
で
あ
る
こ
主
。
こ
れ
が
一
つ
。
さ
ら
に
、
設
展
は
す
で
に
争
う
除
地
な
く
外
な
ら
ぬ

資
木
家
的
な
這
を
、
ま
た
と
り
も
な
お
さ
ず
外
な
ら
由
貿
木
家
的
な
階
級
編
制
を
措
一
目
し
た
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
が
第
二
。
と
の
問
題
を
め
「
っ
て
、

ナ
ロ
ー
ド
ニ
キ
と
の
論
宇
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
詮
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
設
関
さ
れ
て
い
る
。
一
八
八
三

l
一
八
八
五
咋
お
よ
び

一
八
九
五
一
入
力
九
年
に
終
結
的
に
且
つ

E
し
く
解
決
さ
れ
て
い
た
問
題
の
ほ
か
に
、
二
十
世
杷
白
隠
史
は
我
々
に
一
つ
の
第
二
の
問
題
を
提
起
し

た
。
そ
し
て
イ
リ

1
ν
は
、
私
の
深
〈
確
信
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
彼
が
自
己
の
害
の
第
二
版
へ
の
序
文
に
お
い
て
、
J

そ
れ
か
ら
は
貸
木
家
的
な
農

業
的
鼓
展
の
二
つ
の
種
類
の
可
能
性
が
生
ず
る
こ
と
、
お
よ
び
こ
れ
ら
ニ
つ
の
種
類
の
閣
の
歴
史
的
闘
辱
は
い
ま
だ
終
り
を
告
げ
て
い
な
い
こ
と
を
指

摘
し
た
と
き
、

E
し
か
っ
た
。
土
地
の
図
有
化

1
醤
土
地
所
有
の
農
民
的
破
壊
は
、
ア
メ
リ
カ
的
活
の
経
済
的
基
礎
で
あ
る
。
六
年
十
一
月
一
一
一
一
円
の

活
律
1
奮
土
地
所
有
の
地
主
的
破
壊
は
、
プ
ロ
シ
ャ
的
遁
の
経
済
的
基
礎
で
あ
る
。
我
々
の
時
代
、

一九

O
五

一

九
F
P
年
は
、
こ
れ
ら
の
遁
の
革

命
的
お
よ
び
反
革
命
的
関
手
の
時
代
で
あ
る
」
(
『
ロ
シ
ア
に
お
け
る
費
木
主
義
の
援
展
』

i

|
岩
波
文
庫
版
上
径
の
「
ド
イ
ツ
版
へ
の
序
」
一
五
-

ヘ
頁
)

ν
l
ニ
ン
は
、
己
白
書
物
の
積
極
的
側
面
と
消
極
的
側
面
L
r
一
昔
、
乙
己
て
み
ず
か
ら
た
だ
し
く
評
慣
し
て

H
る
。
乙
の
賄
を
少
し
く

わ
し
く
設
明
し
て
み
よ
う
。

積

極

的

側

面



ナ
ロ

F
ユ
キ
は
、
よ
く
し

b
れ
て
い
る
よ
う
に
、
資
本
主
義
は
濁
立
生
産
者
と
く
に
農
民
を
犠
牲
と
し
浪
落
さ
せ
、
し
た
が
っ
て
み

ず
か
ら
の
圏
内
市
場
を
せ
ば
め
つ
つ
登
展
す
る
も
の
で
あ
る
か

b
、
資
本
主
義
は
外
圏
市
場
を
も
た
な
い
か
ぎ
り
登
展
し
え
な
い
と
前

い
た
。
ナ
ロ

l
ド
ニ
キ
は
こ
の
理
論
の
う
え
に
農
民
枇
曾
主
義
を
き
ず
さ
、
プ
ロ
レ
グ
リ
ア

l
ト
の
指
導
性
を
否
定
し
た

υ
ν

ニ
ン

は
、
こ
れ
に
市
場
理
論
を
封
置
し
て
(
「
第
一
章
ナ
ロ
ー
ド
=
キ
極
関
事
者
の
理
論
的
説
D
」
)
、
農
民
経
済
も
地
主
経
済
も
と
も
に
資
本
主
義

化
し
資
本
主
義
的
階
級
編
成
。
方
向
に
ナ
す
ん
で

h
る
の
で
あ
っ
て
全
農
民
が
貧
窮
化
し
て
い
る
の
で
な
い
こ
と
(
「
第
二
章
農
民
層
の

分
解
」
と
「
第
三
章
賦
投
経
掛

?
D資
本
主
義
紹
済
へ
の
地
主
の
移
行
」
)
、
こ
う
し
て
ロ

V

7
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
の
護
展
は
必
仲
間
て
あ
り

現
に
念
速
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
こ
と
(
「
第
四
輩
同
業
的
農
業
の
成
長
)
、
こ
う
し
た
農
業
資
本
主
義
の
登
展
こ
モ
が
本
書
の
劃
題
と
な
っ
て

い
る
「
大
工
業
白
た
め
の
圏
内
市
場
の
形
成
過
程
」
な
の
で
あ
る
。

睦
わ
が
園
田
い
わ
ゆ
る
講
座
祇
理
論
は
マ
ル
ク
λ

の
再
生
置
理
請
に
立
脚
し
、
レ

1
-一
ン
の
市
場
理
論
と
は
な
ん
の
か
か
わ

F
も
な
か
っ
た
。
わ
が

図
の
マ
ル
タ
ス
主
義
は
、
持
斡
に
い
た
る
ま
で
、
レ
T

一
-
ン
の
市
場
理
論
を
た
だ
し
〈
う
け
い
れ
る
ま
で
に
瑳
展
し
て
い
な
か
ヲ
た
の
で
あ
る
。

だ
か

ι、
講
座
祇
理
論
は
、
日
本
農
業
に
ho
け
る
資
本
主
義
の
遊
民
ー
ー
そ
の
指
標
と
し
て
の
中
島
居
の
官
長
k
貧
農
へ
の
分
化
を
頑
強
に
否
定
L
ワ

ず
け
て
き
た
。
最
廷
に
な
ワ
て
漸
〈
と
れ
が
う
け
い
れ
ち
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
宅
揮
東
の
農
村
階
叡
匝
分
論
か
ら
輸
入
さ
れ
た
よ
う
に
お
も

" ん
る

/
 

し
か
し
こ
う
し
た
や
刃
か
た
は
講
座
祇
理
論
の
扶
陥
を
ご
ま
か
す
だ
け
で
る
る
。
安
本
主
識
が
ど
の
よ
う
忙
日
本
経
済
を
と
b
え
て
護
展
ず
る
か
を
説

明
す
る
理
論
は
、
す
で
に
成
立
し
た
資
本
町
蓄
積
を
常
明
ず
る
再
止
産
理
論
で
な
〈
、
レ
1
-
Y
の
市
場
理
論
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ

b
に
、
市
場

理
論
は
封
量
的
生
産
様
式
の
資
本
主
識
的
生
産
様
式
へ
の
移
行
を
説
明
す
る
出
、
再
生
産
理
論
仕
雨
者
の
相
品
在
あ
き
ち
』
K
す
る
に
ナ
ダ
な
い
。

わ
た
し
た
ち
は
、
い
ま
一
度
、
再
生
産
理
論
と
市
場
理
論
左
の
関
聯
円
問
題
に
た
ち
か
え
b
ね
ば
な
ら
な
い
。

V
l
-
-
V
J
は
乙
う
し
て
「
大
工
業
白
た
め
の
圏
内
市
場
白
形
成
過
程
」
主
あ
き

b
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
工
業
白
設
展
と
そ

レ
1

z

y
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
車
命
坦
論
付

第
七
十
六
巻

i¥ 

俸
五
競

七



レ
B

昌
ン
白
プ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
理
論
付

第
七
十
六
巷

戸、

第
五
揖

只、

れ
に
と
も
な
う
プ
ロ
レ
グ
リ

7
1
ト
の
成
長
を
賓
詮
し
た
。

「
プ
ロ
レ
グ
り
ア
ー
ト
白
指
導
的
役
割
は
ま
ワ
た
く
は
づ
き
り
し
た
。
歴

史
の
う
ど
さ
に
治
け
る
プ
ロ
レ

F
H
7
l
ト
の
力
が
、
人

μ
杢
躍
の
な
か
に
し
め
る
そ
の
割
合
と
く
ら
べ
℃
は
か
り
し
れ
な
い
ほ
ど
大

き
な
己
と
て
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
は
っ
き
む
し
た
。
己
の
二
つ

ω現
象
の
経
済
的
基
礎
は
、
と
の
著
作
の
な
か
で
唖
証
明
さ
れ
て
い
る
」

(
『
ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
本
主
識
の
護
艮
』
り
「
ニ
肢
の
序
文
」
|
|
レ
i
=
ン
金
集
第
三
巻
丸
頁
)
。
レ

l
ニ
ン
は
と
う
し
た
官
設
を
遁
じ
て
ナ

ロ
l
F
-一
キ
を
完
全
に
破
棒
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
白
た
だ
し
さ
を
説
明
し
た
の
で
あ
る
。

消

極

的

側

面

V
l
-
-
ン
は
、
さ
き
に
引
用
し
た
手
紙
の
後
半
て
、
か
れ
の
『
ロ
シ
ア
に
治
け
る
資
本
主
義
の
稜
展
』
が
「
費
本
家
的
た
農
業
的
建

展
の
二
つ
の
種
類
」
の
「
歴
史
的
闘
争
」
、
い
わ
ゆ
る
こ
っ
心
遣
の
理
論
が
説
明
し
て
い
な
い
己
と
士
、
指
摘
し
て
い
る
。

レ

l
ι
y
は
第

の
な
か
て
は
、
農
民
厨
の
分
解
と
モ
の
た
か
か

b
の
資
本
主
義
の
登
展

一
革
命
の
経
験
の
在
か
か

b
は
じ
め

τこ
の
一
一
つ
の
誼
の
理
論
を
ま
た
び
と
っ
た
の
で
あ
る
。
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
安
本
主
義
白
登
展
」

と
地
主
の
賦
役
経
済
か
ら
資
本
主
義
経
済
へ
の
移

(
第
二
章
)

行
〈
第
三
章
)
と
が
、
ま
っ
た
く
卒
行
的
に
の
ベ

b
れ

τい
る
だ
け
で
あ
っ

τ、
雨
者
は
た
た
か
う
も
の
と
し
て
の
ベ

b
れ
℃
い
た
い
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、

ν
l
ニ
γ
は
わ
ざ
わ
ざ
づ
ぎ
の
よ
う
に
己
と
わ
っ
て
い
る
。
「
農
村
ア
ル
ジ
ョ

7
9
l
は
現
在
の
農
村
の
主
人
公

で
あ
る
、
と
わ
れ
わ
れ
は
さ
き
に
い
っ
た
が
、
そ
の
ば
あ
い
、
分
解
を
は
ば
ん
で
W
る
つ
ぎ

D
諸
要
因
を
、
す
な
わ
ち
、
債
務
奴
隷

制
、
高
利
貸
業
、
雇
役
、
そ
の
他
を
捨
象
し
た
。
資
際
に
は
、
現
在
の
農
村
の
本
営
の
主
人
公
は
、
し
ば
し
ば
、
農
村
プ
ル
ジ
ョ

7
ジ

ー
の
代
表
者
て
は
な
〈
て
農
村
の
高
利
貸
や
近
隣
の
地
主
の
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
こ
り
よ
う
な
捨
象
は
、
ま
っ
た
く
営
然
の
方
法
て

あ
る
。
左
ぜ
な
ら
、
そ
う
し
た
け
れ
ば
、
農
民
の
あ
い
だ
て
の
経
済
闘
係
の
内
部
的
構
造
を
研
究
す
る
己
と
は
で
き
た
い
か
ら
で
あ

る
」
と
(
前
掲
寄
一
七
氏
買
)
。



こ
う
し
て
、

ν
-
-
Y
は
わ
ざ
と
、
農
村
に
治
け
る
安
本
全
義
の
護
展
を
さ
ま
た
げ
て
い
る
雇
役
・
債
務
奴
隷
・
高
利
貸
な
ど
を
捨

象
し
、
じ
た
が
っ
て
ま
た
地
主
経
済
も
農
民
経
済
も
平
行
的
に
資
本
主
義
経
済
へ
移
行
す
る
主
う
に
、
え
が
者
だ
し
た
。
こ
の
こ
と
は

ま
っ
た
く
た
だ
し
い
し
、
ま
売
ナ
ロ

1
F
一
一
キ
を
克
服
す
る
弁
一
め
に
は
必
要
ぞ
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、

V

l

-

Y
が

の
ち
に
み
ず
か
ら
批
判
し
て
、

「
ロ
シ
7
農
業
に
お
け
る
費
本
主
義
的
強
展
白
て
い
ど
に
闘
す
る
遁
重
評
慣
が
こ
れ
を
う
み
記
入
し
た
の

で
あ
る
。
農
奴
制
度
白
遺
物
は
、
営
時
白
わ
れ
わ
れ
に
は
、
さ
さ
い
た
特
殊
性
の
よ
う
に
お
も
わ
れ

l
i介
有
地
在
地
主
所
有
地
に
お

け
る
資
本
主
義
的
経
営
は
、
ま
っ
た
く
成
熟
し
、
強
化
さ
れ
た
現
象
の
よ
う
陀
沿
も
わ
れ
た
。
革
命
は
こ
の
主
ち
が
い
を
あ
ば
い
た
」

(
『
一
九
O
五
1
七
年
白
ロ
シ
ア
第
一
革
命
に
白
け
る
惟
曾
民
主
黛
の
農
業
綱
領
』

1
|
朝
野
勉
課
九
八
頁
，
ツ
同
盟
一
丸
王
囚
年
英
語
既
一
一
一
丸
i
二一

O
頁
)
と
、
い
う
に
い
た
ら
し
め
た
の
て
あ
る
。

レ

l
z
ン
は
己
こ
で
封
建
的
土
地
所
有
D
問
題
を
理
論
的
に
拾
象
し
た
だ
け
そ
あ
っ
て
、
現
寅
に
存
在
す
る
封
建
的
土
地
所

有
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
か
れ
は
、
一
八
九
五
年
目
『
祉
合
民
主
業
綱
領
白
草
案
と
時
間
明
』
の
左
か
ゼ
、
こ
の
封
建
酌
土
地
所

有
と

Y
7
9
1
ム
と
臼
撤
陵
白
開
題
つ
ま
り
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
問
題
に
と
り
く
み
、
そ
れ
は
一
九

O
三
年
祉
舎
民
主
勢
働
業
第
ご
回

事

R
-
e
道

、

φ
j
F

ふ
μ

大
舎
の
決
定
す
る
綱
領
白
草
案
と
な
ヲ
た
。

『
ロ
タ
ア
枇
曾
民
主
葉
。
農
業
綱
領
』

(
一
九

O
ご
年
)
と
「
貧
農
に
訴
え
る
』

(
一
九

O
一
コ
年
)

レ
l
s
v
J
は
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
は
や
く
一
八
九
五
年
D

『
祉
脅
民
主
黛
綱
領
の
草
案
と
説
明
』
い

b
い
綱
領
問
題
に
注
目

し
て
吉
た
が
、
第
二
回
大
曾
が
ち
か
ず
く
と
と
も
に
い
よ
い
よ
大
舎
に
提
出
す
る
綱
領
草
案
に
と
り
か
か
っ
て

=ν
全
集
第
六
巻
『
ロ
シ
ア
社
官
民
主
勢
働
議
綱
領
仲
成
り
た
め
の
委
料
』
の
な
か
に
h

さ
め
ら
れ
℃
い
る
)
、

(
そ
の
討
論
内
容
は
レ

1

イ
ス
グ
ラ
編
輯
局
ゼ
一
致
し
た
確

レ
1
-
y
自
プ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
理
論
付

第
七
十
六
巻

ーノ、

第
五
強

:iL 



レ
ー
ュ
ン
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
草
骨
理
論
付

第
七
十
六
巻

丹、

四

第
五
競

O 

定
草
案
を
解
説
し
た
の
が
、
己
こ
に
紹
介
す
る
『
戸

V

7
祉
曾
民
主
黛
の
農
業
綱
領
』
と
『
貧
農
に
訴
え
る
」
と
で
あ
る
。
こ
の
確
定

草
案
は
そ
の
ま
ま
一
九

O
=一
年
七
八
月
の
第
二
回
大
舎
(
事
賃
上
の
創
立
大
曾
)
て
探
揮
さ
れ
た
白
て
、
こ
D
解
説
は
そ
の
士
宮
採
揮

さ
れ
た
綱
領
の
解
説
と
し
て
役
立
ョ
の
で
あ
る
。
そ
れ

b
は
農
業
綱
領
を
中
心
と
し
て
い
な
が
ら
綱
領
白
金
障
に
わ
た
っ
て
い
る
。

わ
た
し
は
と
の
綱
領
(
そ
の
全
文
は
レ
I
-
-
y
全
集
第
六
巻
忙
附
け
ら
れ
て
い
る
『
研
究
白
し
お

E
』
一

o
l
一
五
頁
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
)
の

順
番
に
し
た
が
っ
て

V
l
-
-
Y
の
規
定
を
紹
介
す
る
己
と
と
し
よ
う
。

融
曾
民
主
醸
の
結
局
任
務

士
ず
最
初
に
、
ロ
シ
ア
社
合
民
主
黛
白
終
局
目
標

1
一
世
合
主
義
と
終
局
任
務

1
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
草
命
と
そ
白
保
件

l
プ
ロ
レ
タ

p
ア

ー
ト
の
漏
裁
と
が
ロ
シ
ア
安
本
主
義
の
護
展
と
矛
盾
か
ら
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

「
ロ
デ

7
に
お
け
る
資
本
主
義
の
登
展
』
は
一
つ

に
は
己
白
基
礎
づ
け
に
さ
さ
げ

b
れ
た
の
で
あ
る
。

社
曾
民
主
醸
の
曹
司
の
任
務

1
政
活
的
任
務

そ
れ
は
ブ
ル
d
ョ
ア
革
命
で
あ
る

1
l

「
ロ
シ
ア
で
は
、
資
本
主
義
は
す
で
に
支
間
的
な
生
産
様
式
に
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
地
主
、
図
家
あ
る
い
は
園
家
首
長
へ
の
勤
務
大
衆
の
農
奴
的

隷
踏
に
基
礎
乞
お
く
、
わ
が
図
の
宮
木
の
前
資
本
主
義
的
制
度
の
き
わ
め
て
多
教
の
麹
存
物
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
時
間
存
物
は
、
経
済
的
準

全
人
民
を
無
知
色
無
稽
利
と
に
引
き
と
ど

歩
を
き
わ
め
て
強
力
に
阻
害
し
て
お
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
隣
敢
闘
争
の
全
面
的
時
四
展
を
ゆ
る
さ
ず
:

め
て
い
る
。
「
こ
町
す
べ
て
の
遺
物
の
う
ち
で
も
っ
と
も
有
力
な
遺
物
で
あ
り
、

事
制
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
性
そ
の
も
の
か
ら
し
て
い
っ
さ
い
り
註
曾
運
動
に
た
い
し
て
敵
針
的
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
い
っ
さ
い
の
解
放
へ

こ
の
野
騒
全
世
の
も
っ
と
も
強
力
な
砦
で
あ
る
の
は
、

ツ
ァ

1
リ

の
志
向
の
最
悪
の
敵
手
正
な
ら
ざ
る
を
え
な
い



「
だ
か
ら
、
ロ
シ
ア
社
曾
民
主
勢
働
黛
は
、
ツ
ア
1
リ
専
制
右
打
破
し
、
つ
ぎ
の
と
と
を
保
詮
す
る
憲
法
を
も
っ
た
民
主
的
共
和
制
に
よ
っ
て
こ
れ

を
お
き
か
え
る
こ
と
を
、
そ
の
嘗
国
の
政
治
的
任
務
と
し
て
、
か
か
げ
る
」

(
前
掲
『
研
究
の

L
お
り
』
一
一
一
頁
)

レ
l
=
γ
は
、
プ
ロ
レ
グ
リ
7
1
ト
に
と
っ
て
の
プ
ル
グ
ョ
ア
草
命
の
必
要
を
、

「
ロ
シ
7
の
世
舎
民
主
主
義
者
は
、
な
に
よ
h
p
も

ま
ず
政
治
的
自
由
を
か
ち
と
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
自
由
が
一
世
合
民
主
主
義
者
に
必
婁
な
白
は
、
新
し
い
、
も
っ
と
良

い
、
一
位
曾
主
義
的
社
社
曾
組
織
の
た
め
の
闘
争
に
ロ
?
?
の
す
べ
て
の
持
働
者
を
ひ
ろ
〈
公
然
と
圏
結
吉
寸
る
た
め
で
あ
る
」

(
『
貧
農

に
訴
え
る
』
i
1
J
閤
民
丈
庫
版
一

O
頁
。
な
お
五
回
頁
を
も
参
照
)
と
、

プ
ロ
レ
グ
リ
ア
!
ト
が
プ
戸
レ
グ
リ
ア
革
命
に
必
要
と
す
る
園
結
の

獲
得
か
ら
説
明
し
℃
い
る
。
そ
し
て
プ
ロ

V

グ
P
7
i
ト
が
み
ず
か
ら
を
解
放
す
る
た
め
の
前
提
保
件
て
あ
る
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
革
命
白
基

本
目
標
士
、
レ
l
ュ
ン
は
、
第
二
イ
Y
グ
1
ナ
シ
買
ナ
ル
の
ひ
と
び
と
と
具
づ
て
、
ハ
ザ
キ
り
と
ツ
ア
i
H
ズ
ム
の
打
倒
と
民
主
共
和

園
D
貿
現
と
に
し
ぼ
っ

τ
い
る
。

v
l
z
y
は
マ
ル
ク
ス
u
z
y
ヂ
ル
ス
の
教
え
を
う
ら
ぎ
ら
も
仏
か
っ
た
。

v
l
ニ
ン
は
、
さ
き
白
『
P
P
7
に
あ
け
る
資
本
主
義
の
護
展
」
の
た
か
で
は
、
農
業
に
お
け
る
封
建
制
度
の
残
存
を
指
摘
し
な
が

ら
、
そ
れ
が
費
木
主
義
へ
移
行
し
づ
つ
あ
り
移
行
す
る
必
然
性
を
も
つ
こ
と
を
強
調
し
、
そ
れ
が
移
行
士
さ
ま
た
げ
る
側
面
を
捨
象
し

た
が
、
己
こ
で
は
「
農
奴
制
的
隷
属
に
基
礎
を
お
く
・
:
警
官
内
白
前
資
本
主
義
的
制
度
の
き
わ
め
て
多
数
白
残
存
物
L

て
「
経
済
的
進
歩

を
き
わ
め
て
強
行
に
阻
害
し
て
」
い
る
側
面
を
現
貨
の
ま
ま
と
ら
え
強
調
し

τ
w
る。

2
曲
目
働
者
由
要
求

こ
の
な
か
に
は
農
業
持
働
者
の
要
求
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る

(
『
ロ
シ
ア
枇
舎
民
主
抵
の
農
業
綱
領
』
l
1
1
レ
1
=
ン
金

集
静
六
幸
一

O
ニ
=
一
貫
、
「
貧
農
に
訴
え
る
』
前
掲
書
六
二
1
l
三
頁
)
。
ロ
Y
7
祉
舎
民
主
義
は
勢
働
者
階
級
、
モ
れ
だ
け
士
代
表
す
る
政
黛
て

あ
り
、
し
た
が
っ
て
あ

b
ゆ
る
か
れ

b
D
要
求
を
支
持
す
る
。
だ
が
、

w
d
は
プ
ロ
レ
ク
リ
ブ
ー
ト
の
絡
局
目
標
て
あ
る
プ
ロ
レ
グ
リ

7
革
命

ω
段
階
て
な
く
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
段
階
て
あ
り
、
し
た
が
っ

τ品
目
働
者
自
要
求
は
「
世
曾
改
良
的
要
求
白
範
囲
を
出
℃
は
な

レ
ー
ニ
シ
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
草
A
W
理
論
付

第
七
十
大
巻

f、
五

第
五
強



レ
I
Z
ン
O
プ
ル
ジ
ョ
ア
草
A
W
理
論
パ
円

第
七
十
六
巻

i¥ 
六

第
主
韓

一戸

ら
左
い
」
し
、
「
無
僚
件
に
最
小
限
綱
領
の
枠
内
に
と
ど
ま
ら
ね
ば
な
ら
左
い
」

(
『
ロ
シ
ア
枇
官
民
主
濃
の
農
業
綱
領
』
一

O
八
頁
)
。
綱
領

は
こ
れ
を
つ
ぎ
の
よ
う
忙
い
っ
て

W
M
O
l
l

「
(
プ
ル
ジ
ョ
ア
世
曾
の
枠
内
で
1
1筆
者
)
努
働
者
階
綾
を
肉
陸
的
お
よ
び
楕
静
的
退
他
か
ら
保
護
ナ
る
た
め
に
、
ま
た
解
放
闘
争
(
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
革
命
i
筆
者
)
の
た
め
の
彼
ら
の
能
力
を
震
度
さ
せ
る
た
め
に
」
(
前
掲
『
肝
究
の
し
お
り
』
一
一
二
頁
)

C

プ
ロ
レ
グ
リ

7
l
ト
の
最
大
限
綱
領
は
祉
曾
主
義
て
あ
る
。

己
己
て
農
民
正
い
う
の
は
、
い
う
全
て
も
た
く
、
農
業
勢
働
岩
を
ふ
く
ま
た
い
精
立
生
産
農
民
の
己
と
で
あ
る
。

3
農
民
の
要
求

主
ず
農
業
綱
領
を
か
か
げ
よ
う

l
l

「
農
民
を
ち
ょ
〈
せ
っ
宣
医
し
て
い
る
農
奴
制
度
の
残
存
物
を
除
去
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ま

t
農
村
に
お
け
る
階
級
闘
容
の
自
由
な
鼓
展
を

は
か
る
た
め
に
、
紫
は
ま
ず
第
一
に
つ

f
の
こ
と
を
要
求
す
る
。

一
土
地
買
取
賦
締
金
と
年
貢
よ
納
金
の
底
止
、
さ
ら
に
入
国
務
負
摺
身
分
と
し
て
の
農
民
に
げ
ん
ざ
い
課
せ
ら
れ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
義
務
負
躍
の
鹿

止。

農
民
各
白
が
自
分
白
土
地
を
底
分
す
る
の
を
拘
束
し
て
い
る
い
っ
さ
い
の
法
律
の
陵
止
。

買
取
賦
掛
金
お
よ
び
年
貢
ム
納
金
の
形
で
農
民
か
ら
取
り
た
て
ら
れ
た
金
額
の
農
民
へ
の
返
還
。

つ
ぎ
の
目
的
の
た
め
の
農
民
委
員
曾
由
設
置
。
(
イ
)
農
奴
制
の
廃
止
の
き
い
に
黄
島
か
ら
切
り
取
ら
れ
、
地
主
の
手
中
に
あ
っ
て
農
民
を
債
務

奴
隷
化
す
る
遺
具
と
な
っ
て
い
る
土
地
を
、
村
落
共
同
園
躍
に
返
還
す
る
た
め
。
:
・
(
ロ
)
カ
フ
カ
1
ズ
の
農
民
が
一
時
的
義
務
負
捨
農
民
、
ヒ
ザ

ν

四な
ど
と
し
て
用
盆
し
て
い
る
土
地
を
、
彼
ら
の
所
有
に
ひ
き
わ
た
す
た
め
に

(
ハ
)
ウ
ラ
ル
、
ア
ル
タ
イ
、
西
部
逼
直
そ
の
他
の
園
内
諾
地
方
に
そ

の
ま
ま
の
こ
勺
て
い
る
農
奴
制
度
の
碕
存
物
を
除
虫
す
る
た
め
。

治
舛
に
高
い
小
作
料
を
引
き
さ
げ
、
債
務
奴
隷
制
的
性
格
を
も
っ
契
約
を
無
数
主
宣
告
す
る
摺
利
を
、
裁
判
所
に
あ
た
え
る
こ
と
」

五

(
前
掲
『
研



究
の
し
お
り
』
一
四
五
頁
)
。

ま
ず
第
一
に
、
じ
の
農
業
綱
領
は
「
農
民
主
ち
よ
く
ぜ
ワ
重
慶
し
て
い
る
農
奴
制
度
目
残
存
物
士
除
去
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
」

h
る
|
|
「
農
奴
主
的
地
主
の
支
配
を
打
倒
す
る
祉
曾
革
命
」
(
『
ロ
ν
ア
世
合
民
主
黛
の
農
業
綱
領
』
一

O
九
頁
)
を
要
求
し

τい
る
。
そ
の

た
め
に
は
ま
た
、

ロ
シ
ア
の
革
命
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
い
う
性
格
を
も
っ
乙
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
乙
乙
か

b
き
わ
め
て
重
要
な
結

論
が
て
で
く
る
|
|
「
農
奴
制
に
た
い
し

τは
、
ま
た
農
奴
主
的
地
主
お
よ
び
と
白
地
主
陀
奉
仕
す
る
園
家
に
た
い
し
℃
は
、
農
民
は

E

る
。
そ
し
て
農
奴
制
一
砿
曾
に
固
有
志
、

ま
だ
依
然
と
し
て
一
階
級
て
あ
り
、
し
か
も
資
本
主
義
祉
舎
の
階
殻
て
は
た
く
、
農
奴
制
祉
曾
の
階
級
、
す
、
な
わ
ち
身
分
的
階
級
て
あ

『
農
民
』
と
特
権
地
主
と
臼
こ
の
階
級
謝
立
が
わ
が
園
の
農
村
に
存
槙
し
て
い
る
ぎ
り
、
そ
の

か
ぎ
り
に
お
い
て
品
目
働
者
は
、
疑
い
も
な
く
『
農
民
』
に
味
方
し
な
け
れ
ば
な

b
ず
、
農
奴
制
の
あ

b
ゆ
石
残
存
物
に
た
い
す
る
彼
b

の
闘
争
を
支
持
し
、
彼
b
t
闘
品
ず
に
押
し
や
ら
ね
ば
な
b
左
い
の
で
あ
る
」
(
『
ロ
シ
ア
世
官
民
主
濃
の
農
業
綱
領
』
一

O
E
頁
。
な
お
『
貧
農

に
訴
え
る
』
六
七
八
頁
、

『
努
働
者
集
主
農
民
』
1
|
レ
1
a
ン
量
集
事
匹
巷
匹
六
三
l
四
頁
)

E

己
う
し
て
、
ν
1
=
y
は
農
奴
制
度
の
残
存

物
白
除
去
の
た
め
に
は
プ
ロ
レ
グ
リ
ブ
ー
ト
は
全
農
民
白
闘
争
を
支
持
し
左
け
れ
ば
を
ら
た
い
と
W
う
。
プ
ル
ジ
男

7
草
命
に
お
け
る

努
農
同
盟
諭
白
礎
石
は
乙
う
し

τお
か
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
己
己
て
レ
l
=
γ
が
そ
り
除
去
の
た
め
に
た
た
か
わ
ね
ぽ
在
b
た
悼
と
し
た
「
農
奴
制
度
の
残
存
物
」
は
、
ほ
と
ん
ど

ま
っ
た
く
、
一
八
六
一
年
の
農
奴
解
放
の
と
き
の
土
地
買
取
賦
梯
金
・
年
貢
上
納
金
と
切
取
地
、
つ
ま
b
イ
ギ
リ
ス
流
に
い
え
ば
「
隷

農
地

L
G
R
E
Z
4己
宮
出
よ
る
に
闘
し
た
も
の
に
か
ぎ
ら
れ
、
し
か
も
切
取
地
全
部
白
返
還
で
な
く
「
地
主
の
手
中
に
あ
っ
て
農
民

を
債
務
奴
隷
化
す
る
道
具
と
な
づ
て
い
る
土
地
」
だ
け
白
返
還
に
か
ぎ
ら
れ
、
地
主
が
資
本
主
義
的
に
経
営
し
て
い
る
切
取
地
の
返
還

を
要
求
し
て
治
ら
な
い
。
ま
し
て
本
来
白
地
主
地
(
イ
ギ
9
ス
の
ロ
o
E
E
H
)
の
牧
奪
を
要
求
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
己
の
時
期
白
レ

レー
-
-
u
J

の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
草
骨
理
論
付

繋
士
+
士
巷

一八七

第
五
器



，
第
王
強

I
旦

V
J
D
要
求
は
、
白
ち
の
土
地
園
有
化
論
に
く
b
n
へ
τ、
ひ
ど
〈
か
ぎ
ら
れ
た
も
の
て
あ
り
、
主
た
地
主
支
配
の
完
全
打
倒
を
め
ざ

し
て
い
左
か
っ
た
(
乙
の
要
求
刑
全
部
通
っ
て
も
、
地
主
に
は
寅
犬
な
地
主
地
主
一
部
切
取
地
が
の

5
2。
と
の
h
わ
ゆ
る
切
取
地
返
還
闘
争
は

「
封
建
制
度
の
残
存
物
」
を
も
っ
ぱ

b
切
取
地
に
か
か
わ
ら
せ
る
こ
と
忙
よ
っ
て
、
さ
き
に
述
べ
た
レ
l
ニ
Y

の
自
己
批
判
が
し
め
す

レ
ー
ェ
ン
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
草
帝
理
論
け

第
七
十
六
番

f¥. 
J、

四

よ
う
に
、
封
建
制
度
の
過
少
評
僚
と
費
木
主
義
の
過
大
評
債
を
結
果
す
る
こ
と
と
伝
ワ
た
が
、
こ
う
し
た
こ
と
は
い
く
ぶ
ん
か
は
『
ロ

シ
7
に
ゐ
け
る
資
本
主
義
の
稜
展
』
と
関
連
し
て
い
る
。

己
己
ま
で
は
枇
舎
民
主
薬
白
要
求
は
農
民
白
要
求
と
も
ナ
ロ

l
下
=
キ
の
要
求
と
も
合
致
す
る
。
ナ
ロ

Ir--
キ
は
農
民
白
ブ
ル
ジ

ョ
ア
革
命
的
要
求
を
代
表
し

τい
る
。
し
か

L
営
時
の
ロ
シ
ア
農
村
に
は
も
う
一
つ
の
階
級
封
立
農
村
曲
目
働
者
と
農
村
企
業
家
と
の

樹
立
が
す
す
ん
て
お
り
、
祉
舎
民
主
義
は
こ
白
プ
ロ
レ
グ
リ
ナ

l
ト
を
代
表
す
る
政
糞
て
あ
り
。
己
白
プ
ロ

ν
グ
リ
ブ
ー
ト
を
た
す
け

て
農
村
企
業
家
に
あ
た
ら
ね
ば
な
b
な
い
。
巴
こ
か
ら
第
二
心
問
題

l
lナ
ロ

1
F
Z
キ
な
ど
と
訣
別
し
左
け
れ
ば
を
ら
な
い
問
題
が

生
ず
る
冶
社
合
民
主
翼
は
、
単
に
「
農
奴
制
度
の
残
存
物
の
除
去
」
を
要
求
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
を
「
農
村
に
お
け
る
階
級
闘

争
(
ア
ロ
レ
タ
D
ア
ー
ト
エ
」
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
1
1
ζ

の
闘
争
筆
者
)
の
自
由
た
護
展
を
は
か
る
た
め
に
」
要
求
す
る
D
て
あ
る
。
己
己
か
ら
品
目

農
会
問
団
と
都
市
の
附
労
働
者
と
り
同
盟
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
に
お
け
る
勢
農
同
盟
請
が
う
ま
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
己
白
ご
つ
の
矛
盾
と
ニ
フ
の
闘
争
1
農
奴
主
地
主
と
全
農
民
と
の
闘
宰
と
農
村
企
業
家
と
農
村
勢
働
者
の
闘
争
の
う

ち
、
営
面
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
て
は
前
者
が
後
者
に
優
先
す
る
。
さ
を
に
引
用
し
た
農
業
綱
領
て
は
、
農
奴
制
度
白
残
存
物
D
除
去
が

具
国
間
的
に
要
求
さ
れ
て
い
る
だ
け
ゼ
、
農
村
企
業
家
、
資
本
主
義
を
排
除
す
る
項
目
は
一
つ
も
か
か
げ
b
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か

v
l
z
y
は
「
い
ま
わ
れ
わ
れ
に
必
要
な
D
は
:
金
白
権
力
に
封
抗
ナ
る
、
資
木
の
権
力
に
封
抗
す
る
函
館
、
い
ろ
い
ろ

か
わ
ら
ず
、

の
共
同
圏
障
に
属
す
る
す
べ
て
の
農
村
勢
働
者
と
無
産
農
民
の
園
間
、
地
主
に
た
い
し
て
だ
け
で
な
く
宮
曲
目
に
た
い
し
て
も
同
じ
よ
う



に
た
た
か
う
た
め
白
、
貧
農
金
程
と
都
市
の
勢
働
者
と
白
同
盟
て
あ
る
」

(
『
究
農
に
訴
え
る
』
三
O
頁
)
と
hv
い
、
ま
た
「
地
主
の
ほ
う

に
心
を
引
か
れ
、
勢
働
者
に
敵
射
し
て
金
持
に
味
方
す
る
よ
う
な
宮
ん
だ
農
民
は
、
ま
す
ま
す
ふ
え
て
い
く
い

(
同
上
書
二
八
頁
)
と
述

レ
|
一
一
ン
は
プ
ル
ジ
司

7
革
命
白
段
階
て
、
第
働
者
と
全
農
民
と
の
同
盟
ご
な
く
、
勢
働
者
と
貧
農
と
の
同
毘
を
、
地
主

だ
け
と
た
た
か
う
の
で
な
〈
、
地
主
と
官
長
と
の
双
方
と
た
た
か
う
こ
と
を
主
張
し
て
沿
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
か
ら
プ
ロ
レ
ダ
リ
ア

べ
て
い
マ
匂
。

革
命
の
過
渡
期
を
規
定
す
る
四
月
テ
ぜ
に
ち
か
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
己
白
よ
う
に
官
農
の
反
封
建
闘
争
力
士
か
る
く
み
て
、

努
働
者
と
貧
農
と
の
同
盟
を
主
軸
に
お
え
鞍
術
規
定
は
、
明
取
地
返
還
闘
争
論
に
み
ら
れ
た
と
ひ
と
し
く
、
一
本
て
地
主
と
た
た
か
え

な
い
ほ
ど
農
民
が
分
化
し
て
い
る
こ
と
|
|
封
建
制
度
心
よ
わ
さ
と
資
本
主
義
の
づ
よ
吉
の
是
認
を
前
提
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

己
う
し
た
レ
l
-
Y
D
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
理
論
は
、

ロ
シ

7
第
一
革
命
の
指
噂
と
闘
争
と
の
経
験
を
通
じ
て
、
か
な
り
大
き
〈
醐
型
化

ず
る
。
基
礎
理
論
ゼ
も
叫
暫
術
て
も
大
き
く
慶
化
し
た
の
て
あ
る
。

レ
1

E

v

d

の
プ
ル
ジ
ョ
ア
章
命
理
論
け

第
七
十
六
巻

i¥. 
丸

第
五
撹

五




